
〔研
究
余
録
〕

青
森
県
南
部
町
所
在
の
ア
イ
ヌ
関
係
新
史
料
に
つ
い
て

中
野
渡

一
耕

平
成
八
年
度
よ
り
編
纂
を
開
始
し
て
い
た

『
青
森
県
史
』
の
う
ち
､
平
成
十
三
午

に
第

7
回
刊
行
分
の

l
冊
と
し
て

｢資
料
編
近
世

l
｣
が
発
刊
さ
れ
た
.
当
巻
は
二

部
構
成
に
な

っ
て
い
る
が
'
後
半
で
は

｢近
世
北
奥
資
料
に
み
る
ア
イ
ヌ
民
族
関
係

史
料
集
成
｣
と
称
し
て
'
県
内
に
所
在
す
る
本
州
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
史
料
を
収
録
し

て
い
る
｡
事
務
局
の

一
員
と
し
て
編
纂
に
携
わ

っ
た
者
と
し
て
'
当
県
史
が
本
州
ア

イ
ヌ
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
｡

さ
て
'
当
巻
刊
行
後
'
筆
者
が
県
史
調
査
に
同
行
し
て
南
部
町
誌
収
集
史
料
調
査

を
行

っ
て
い
た
と
こ
ろ
'
偶
然
本
州
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
史
料
を
兄
い
だ
し
た
｡
『
宿

部
町
誌
』
は
平
成
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
､
編
纂
の
過
程
で
工
藤
祐
董
氏
を
編
纂
香

員
長
と
し
て
'
精
力
的
に
町
内
所
在
の
地
方
文
書
の
調
査
を
行

っ
て
お
り
'
調
査
演

み
の
史
料
は
目
録
化
の
の
ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て

一
点

一
点
複
写
さ
れ
'
編
纂
終

了
後
は
南
部
町
役
場
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
調
査
箇
所
五
〇
件
'
総
点
数
は

一
九
≡

〇
点
に
及
ぶ
O
当
史
料
は
こ
の
中
の

｢杉
沢
岩
蔵
家
文
書
｣
と
呼
ば
れ
る
文
書
群
の

中
に
あ
っ
た
0

ひ
が
し

本
文
書
を
伝
え
た
杉
沢
家
は
藩
政
時
代
に
は
盛
岡
藩
重
臣
で
家
老
も
勤
め
た
東

家

(七

一
二
石
｡
江
戸
後
期
に
藩
主
南
部
利
済
の
勘
気
を
被
り
三
五
〇
石
に
減
封
)

おき
たの
も

の
家
臣
で
'
同
家
の
知
行
地
が
あ

っ
た
三
戸
通
沖

田

面

村

(現
南
部
町
)
に
住
み
'

現
地
の
支
配
人
を
勤
め
て
い
た
｡
同
家
は
東
氏
の
筆
頭
家
臣
的
立
場

(
｢長
臣
｣)
に

あ
り
'
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
二
五
石
を
給
さ
れ
て
い
た

(『南
部
町
誌
』
上
)
｡

知

行
主
が
知
行
所
を
実
質
的
に
も
支
配
す
る
と
い
う
'
地
方
知
行
制
を
色
濃
く
残
す
盛

岡
藩
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
｡
も
っ
と
も
現
地
の
支
配
人
と
い
っ
て
も
実
質
的
に
は

農
民
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
本
文
書
が
杉
沢
家
に
伝
来
し
た
由
来
は
不
明
で
あ
る
｡

発
給
者

及
び
宛
所
も
直
接
杉
沢
家
は
も
ち
ろ
ん
主
家
に
も
関
連
は
な
い
O
杉
沢
家
に
は
町
史

で
複
写
を
し
た
も
の
だ
け
で

一
〇
〇
点
を
超
す
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
'
同
家
自

体
に
直
接
関
連
し
な
い
文
書
も
多
く
'
例
え
ば
盛
岡
藩
住
谷
野
牧
の
野
守
を
し
て
い

とど
ね

た
留

目

家
文
書
な
ど
も
含
ま
れ
る
｡
自
家
文
書
の
ほ
か
に
相
当
数
'
後
か
ら
交
じ
っ

た
文
書
が
あ
る
と
思
わ
れ
'
本
文
書
も
そ
の
な
か
の

一
つ
で
あ
ろ
う
｡
本
文
書
伝
莱

過
程
の
解
明
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
｡

前
置
き
が
長
く
な

っ
た
が
'
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡
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御
米
壱
升
八
合
者
'
田
名
部
よ
り
為
御
礼
御
見
舞

参
侯
夷
三
人
'
本
所

へ
戻
侯
壱
寓
分
御
扶
持

相
渡
可
被
申
侯
也
'

(毛
馬
内
)

寛
文
五
年
八
月
廿
二
日

九
左
衛
門

(印
)

(奥
瀬
)

治
太
夫

(印
)

宮
十
郎
左
衛
門
殿

四
戸
内
記
殿



文
書
の
形
式
は
切
紙
で
盛
岡
藩
家
老
連
署
扶
持
米
支
給
状
で
､
寛
文
五
年
八
月
二

十
二
日
付
け
で
あ
る
｡
南
部
町
誌

(通
史
編
の
み
)
に
は
直
接
は
記
述
さ
れ
て
い
な

い
｡
町
誌
収
集
目
録
は
非
刊
行
の
う
え
'
目
録
上
の
名
前
も
単
に

｢扶
持
米
支
袷

状
｣
と
な
っ
て
い
る
た
め
､
今
時
調
査
で
現
物
を
見
る
ま
で
は
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
も

の
と
知
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
o

内
容
は
盛
岡
藩
三
代
藩
主
南
部
重
信

へ
の
謁
見
を
果
た
し
た
田
名
部

(現
下
北
地

方
)
の
ア
イ
ヌ
人
三
名
に
対
し
､
帰
路
の
l
泊
分
の
宿
泊
費
と
し
て
扶
持
米
支
給
を

命
じ
る
文
書
で
あ
る
｡
宮

･
四
戸
の
両
名
は
福
岡
代
官
'
同
年
七
月
八
日
に
任
命
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
･た

(盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵

｢盛
岡
藩
雑
書
｣
同
日
粂
)Q
杉

沢
家
が
居
住
し
た
三
戸
通
で
な
く
､
隣
接
す
る
福
岡
通

(現
岩
手
県
二
戸
市
周
辺
)

の
も
の
で
あ
る
が
､
こ
の
よ
う
な
文
書
が
家
老
名
で
ア
イ
ヌ
人
が
通
過
し
た
各
代
育

所
に
布
達
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
と
対
応
す
る
記
事
が

｢盛
岡
藩
雑
書
｣
に
あ
る
C

(寛
文
五
年
七
月
十
五
日
条
)

一
'
田
名
部
よ
り
夷
三
人
為
御
目
見
罷
上
候
由
こ
て
､
熊
皮
壱
枚
御
代
官
椎
子
太
左

衛
門
を
以
指
上
ル
'
右
三
人
之
夷
御
城

へ
被
為
呼
'
御
居
間
こ
お
ひ
て
御
目
見
仕

候
'

(同
年
七
月
二
十
日
条
)

一
､
田
名
部
御
蔵
米
十
駄
ハ
､
田
名
部
為
御
目
見
罷
上
候
夷
愛
沢
院

･
か
ね
夷

･
と

く
夷
､
此
三
人
二
被
下
候
､
手
形
野
辺
地
伊
右
衛
門
二
渡
之
､

(同
年
七
月
二
十

一
日
粂
)

一
､
先
日
為
御
目
見
罷
上
候
夷
三
人
今
日
御
暇
罷
上
､
則
御
居
間

へ
被
為
呼
'
夷
太

刀
三
腰
､
壱
人
ltW
腰
宛
被
下
､
あ
か
ね
木
綿
六
端
､
壱
人
二
弐
端
宛
被
下
之
､

右
三
人
も
り
お
か
逗
留
中
宿
賄
被
仰
付
'
罷
帰
候
時
ハ
道
中
御
扶
持
方
御
伝
馬
被

下
之
'

七
月
二
十
日
の
記
事
で
､
こ
の
三
名
の
名
前
は

｢愛
沢
院

(ア
イ
タ
ク
イ
ン
と
読

む
か
)
｢か
ね
夷
｣
｢と
く
夷
｣
と
分
か
る
｡
寛
文
五
年
は
同
時
期
に
二
組
六
名
の
田

名
部
の
ア
イ
ヌ
が
藩
主
に
謁
見

(
｢御
目
見
｣)
を
し
て
い
る
｡
他
の
三
名
は

｢は
つ

ひ
ろ
た
い
ぬ
｣
｢め
い
ぼ
く
わ
い
ぬ
｣
｢び
ろ
よ
｣
と
言
い
､
八
月
二
十
二
日
に
引
見

を
受
け
て
い
る

(盛
岡
藩
雑
書
｣
同
日
条
)｡
藩
主
に
謁
見
し
た
同
日
に
福
岡
に
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
'
文
中
に
あ
る

｢夷
三
人
｣
と
は
愛
沢
院
以
下
三
名
で

あ
ろ
う
｡
同
じ
年
に
時
期
を
や
や
ず
ら
し
た
だ
け
で
二
組
も
謁
見
し
た
わ
け
だ
が
､



彼
ら
は
何
れ
も
ア
イ
ヌ
の
首
長
層
で
､
地
域
的
な
区
分
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

雑
書
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
彼
ら
は
七
月
十
五
日
に
盛
岡
城
居
間
に
て
藩

主
に
謁
見
､
熊
皮

一
枚
を
献
上
し
た
｡
藩
主
か
ら
は
見
返
り
に

｢夷
太
刀
｣
各

一
腰
､

あ
か
ね
木
綿
の
ほ
か
'
｢
田
名
部
御
蔵
｣
か
ら
の
蔵
米
の
支
給
や
､
盛
岡
滞
在
中
の

宿
泊
費
､
帰
路
の
扶
持
米
支
給
を
指
示
さ
れ
た
｡
紹
介
史
料
の
福
岡
代
官

へ
の
家
老

か
ら
の
命
令
は
こ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
｡
な
お
､
八
月
に
謁
見
し
た
別
の
三
名

は
赤
根
木
綿
､
扇
子
箱
を
下
付
さ
れ
て
い
る
が
､
特
に
扶
持
米
支
給
等
に
関
わ
る
記

事
は
な
い
O

こ
の
年
よ
り
以
前
に
は
謁
見
の
記
事
は

｢盛
岡
藩
雑
書
｣
に
は
見
ら
れ
な
い
｡
ま

た
､
以
後
も
盛
岡
藩
で
は
世
子
行
信
の
江
戸
在
勤
に
下
北
ア
イ
ヌ
が
同
行
し
た
記
蘇

が
あ
る
も
の
の
､
藩
主

へ
の
謁
見
は
元
禄
三
年
八
月
十
三
日
条
に

一
件
あ
る
の
み
で

あ
る
.
同
時
期
に
弘
前
藩
が
寛
文
二
年

二

六
六
二
)
か
ら
正
徳
二
年

(
1
七

l

二
)
ま
で
に

一
五
件
を
数
え
る
の
に
比
べ
る
と
少
な
い
.

し
か
し
､
当
文
書
に
見
ら
れ
る
と
お
り
､
ア
イ
ヌ
の
謁
見
は
単
な
る
挨
拶
の
次
元

に
と
ど
ま
ら
な
い
O
蔵
米
や
帰
路
の
旅
費
な
ど
扶
持
を
支
給
さ
れ
て
い
る
の
は
､
藩

に
役
を
果
た
す
代
償
と
し
て
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
｡
弘
前
藩
の
場
合
は
'
ア
イ
ヌ

に
対
す
る
謁
見
の
見
返
り
は
下
付
晶
だ
け
で
あ
る
か
ら
､
盛
岡
藩
の
厚
遇
と
も
言
え

る
待
遇
は
､
特
に
藩
主
代
替
わ
り
に
伴
う
儀
礼
の
面
が
強
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
｡

し
か
も
前
年
の
寛
文
四
年
に
は
二
代
藩
主
重
直
の
急
逝
と
､
幕
府
の
裁
定
に
よ
る
重

信
の
相
続
､
八
戸
藩
の
分
割
と
い
っ
た
盛
岡
藩
政
上
の
重
要
な
事
件
が
起
こ
っ
て
お

り
､
単
な
る
家
督
相
続
以
上
の
重
み
が
あ

っ
た
｡
藩
士
の
所
領
安
堵
に
匹
敵
す
る
､

藩
内
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
支
配
の
再
確
認
と
い
っ
た
側
面
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
｡

従
来
､
ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
史
料
は
弘
前
津
を
含
め
て
藩
日
記
等
の
藩
政
史
料

が
中
心
で
､
地
方
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
､
今
回
の
史
料
の

記
事
は
ア
イ
ヌ
の
藩
主
謁
見
､
扶
持
米
支
給
の
実
態
を
地
方
史
料
の
点
か
ら
も
裏
付

け
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､
今
回
は
特
に
近
世
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
居

住
し
て
い
た
下
北

･
津
軽
半
島
部
で
も
な
く
､
内
陸
部
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
い
う
の

も
類
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
｡
資
料
編
の
刊
行
は
終
わ
っ
た
が
､
今
後
も
史
料
の
梶

り
起
こ
し
で
新
し
い
ア
イ
ヌ
関
係
史
料
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
0

(な
か
の
わ
た
り

･
か
ず
や
す

青
森
県
史
編
さ
ん
室
主
査
)
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